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た
。
国
民
に
と
っ
て
四
月
に

下
が
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は

つ
か
の
間
の
喜
び
だ
っ
た
。 

四
月
三
〇
日
、
政
府
与
党

は
、
衆
院
本
会
議
で
、
揮
発

油
税
（
ガ
ソ
リ
ン
税
）
な
ど

の
暫
定
税
率
復
活
を
盛
り
込

ん
だ
租
税
特
別
措
置
法
改
正

案
を
与
党
の
三
分
の
二
以
上

の
多
数
で
再
可
決
し
た
。 

 

こ
の
法
案
は
、
憲
法
五
九

条
の
規
定
に
よ
り
衆
院
で
再

議
決
の
手
続
き
が
取
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。「
み
な
し
否

決
」
規
定
に
よ
る
再
議
決
は

昭
和
二
七
年
以
来
、
五
六
年

ぶ
り
、
二
例
目
と
の
こ
と
。 

 

こ
れ
に
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
一

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
二
五
・
一 

 

主
張 

五
月
一
日
、
ガ

ソ
リ
ン
価
格
が

再
び
上
げ
ら
れ

円
の
暫
定
税
率
が
一
カ
月
ぶ

り
に
復
活
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。 と

こ
ろ
で
こ
の
再
可
決
は

あ
る
識
者
に
よ
る
と
「
圧
倒

的
な
国
民
が
反
対
し
、
強
い

違
和
感
を
覚
る
。
今
回
の
再

可
決
が
憲
法
に
照
ら
し
て
疑 

     

義
が
な
い
こ
と
な
ど
あ
り
得

な
い
。」
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

「
今
回
の
再
可
決
は
、
憲

法
違
反
」
と
い
う
論
は
、
マ

ス
コ
ミ
も
国
会
議
員
も
殆
ど

取
り
上
げ
て
い
な
い
。
し
か

し
九
七
条
の
「
基
本
的
人
権
」

の
精
神
は
、
再
可
決
の
根
拠

と
す
る
五
九
条
２
項
に
も
及 

 

土
地
開
発
公
社
と
は
、
市
町
な
ど
の
自
治
体
が
地
域
の
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
に
必
要

な
土
地
等
の
取
得
及
び
造
成
そ
の
他
の
管
理
等
を
行
わ
せ
る
た
め
、
単
独
又
は
他
の
自
治
体
と

共
同
し
て
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
社
で
あ
る
。
三
島
市
は
函
南
町
と
共
に
三
島
函
南
土
地

開
発
公
社
を
設
立
し
て
い
る
。
こ
の
土
地
開
発
公
社
の
取
得
し
た
土
地
の
う
ち
、
当
面
、
市
が

利
用
す
る
当
て
の
な
い
土
地
（
塩
漬
け
土
地
）
が
何
年
も
放
置
さ
れ
、
地
価
下
落
の
折
、
購
入

価
格
と
実
勢
価
格
の
差
が
膨
ら
み
続
け
て
い
る
問
題
が
生
じ
て
い
る
。 

ぶ
と
考
え
る
。
圧
倒
的
国
民

が
反
対
す
る
も
の
を
、
衆
議

院
で
の
数
の
力
で
押
し
切
っ

た
暴
挙
は
民
主
国
家
と
し
て

は
考
え
ら
れ
な
い
有
り
様
。 

 

四
月
二
七
日
、
衆
議
院
山

口
二
区
の
補
欠
選
挙
で
、
自

民
党
は
大
敗
し
た
。
選
挙
前 

     

の
噂
で
は
「
大
敗
す
れ
ば
福

田
政
権
は
再
可
決
で
き
な
い

だ
ろ
う
」
と
い
う
予
測
を
く

つ
が
え
し
、
何
の
た
め
ら
い

も
な
く
、
あ
っ
さ
り
再
可
決

し
た
。
マ
ス
コ
ミ
の
調
査
で

は
支
持
率
は
二
〇
％
を
切
っ

た
。
多
く
の
国
民
は
福
田
政

権
に
は
何
の
期
待
も
出
来
な 

 

 

三島市の土地開発公社  
塩漬け土地は今！ 

       

よ
く
分
か
る
。
悪
政
を
振
り
ま
く

石
川
県
政
は
こ
の
よ
う
な
取
り

巻
き
議
員
達
の
支
え
に
よ
っ
て
、

五
期
も
続
け
て
来
た
の
か
と
思

う
と
ぞ
っ
と
す
る
。 

▼
千
石
議
員
は
去
年
四
月
に
初

当
選
し
た
。そ
の
千
石
議
員
が
異

常
な
税
金
の
支
出
を
続
け
る
静

岡
空
港
関
連
予
算
に
つ
い
て
議

会
で
反
対
討
論
を
行
っ
た
。 

▼
討
論
で「
静
岡
空
港
の
収
益
は

多
く
見
て
も
年
間
三
億
円
を
上

回
る
こ
と
は
な
く
、
一
方
、
維
持

管
理
等
の
経
費
が
十
六
、七
億
円

に
上
る
。更
に
就
航
促
進
費
や
需

要
拡
大
費
、観
光
マ
ー
ケ
ッ
ト
開

拓
費
、開
業
準
備
費
な
ど
に
八
億

六
千
九
百
万
円
も
使
う
の
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
発
言
し
た
。 

▼
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、「
お
前
に

何
が
わ
か
る
！
」、

｢他
に
経
済
的

効
果
が
あ
る
ん
だ
！
」、「
う
る
さ

い
！
俺
達
は
二
〇
年
や
っ
て
る

ん
だ
！
」
な
ど
と
い
う
、
千
石
議

員
の
発
言
を
掻
き
消
す
よ
う
な

ヤ
ジ
と
怒
号
が
渦
巻
い
た
と
い

う
。
全
う
な
議
論
も
出
来
な
い
、

質
の
悪
い
自
民
党
議
員
が
十
数

名
も
い
る
と
い
う
。何
と
も
あ
き

れ
て
し
ま
う
県
議
会
だ
。 

▼
空
港
の
た
め
な
ら
い
く
ら
税

金
を
使
っ
て
も
誰
も
文
句
は
言

わ
せ
な
い
、
そ
ん
な
県
議
会
だ
。

更
に
、
鉄
面
皮
に
も
、
空
港
は
県

民
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
社

会
イ
ン
フ
ラ
だ
と
う
そ
ぶ
く
知

事
と
そ
の
取
り
巻
き
達
。 

▼
千
石
議
員
の
指
摘
で
は
、開
港

後
の
静
岡
空
港
の
赤
字
は
、空
港

建
設
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
発
行

し
た
県
債
（
借
金
）
八
五
五
億
円

の
利
息
も
含
め
る
と
、毎
年
四
〇

億
円
位
い
に
な
る
と
い
う
。我
々

県
民
生
活
に
必
要
な
教
育
、
医

療
、
介
護
、
福
祉
、
防
災
等
の
予

算
を
削
っ
て
、ご
く
一
部
の
県
民

し
か
使
わ
な
い
空
港
に
こ
れ
だ

け
の
県
税
を
投
入
し
て
も
良
い

の
か
？
千
石
議
員
に
喝
采
を
！ 

 

▼
函
南
町
選
出
、
無
所

属
県
議
、
千
石
貞
幸
氏

の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
見

た
。
三
月
県
議
会
で
彼

の
反
対
討
論
に
対
し
、

ヤ
ジ
を
連
発
す
る
自
民

党
議
員
の
質
の
悪
さ
が
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と
地
方
財
政
に
“
穴
が
あ
く
”

と
福
田
首
相
も
知
事
た
ち
も

い
っ
て
い
る
が
、
本
則
税
率

の
三
兆
数
千
億
円
の
道
路
特

定
財
源
が
あ
れ
ば
、
必
要
な

道
路
の
整
備
は
十
分
で
き

る
。 

 

と
こ
ろ
が
こ
の
暫
定
税
率

以
外
に
、
政
府
は
五
月
十
二

日
に
、
再
び
値
上
げ
し
た
ガ

ソ
リ
ン
税
を
今
後
一
〇
年

間
、
道
路
特
定
財
源
と
し
て

使
う
法
案
を
再
可
決
す
る
と

い
う
。
こ
れ
は
、
首
相
の
言

う
〇
九
年
度
か
ら
の
一
般
財

源
化
と
は
、
明
ら
か
に
矛
盾

す
る
内
容
だ
。「
一
般
財
源
化

に
し
た
、
で
も
道
路
は
十
年

間
、
同
じ
予
算
で
作
る
」
な

ら
、
道
路
族
は
今
ま
で
通
り

甘
い
汁
を
飲
み
続
け
、
の
う

の
う
と
生
き
る
だ
け
だ
。 

 

い
と
い
う
レ
ベ
ル
で
、
一
刻

も
早
い
総
選
挙
を
実
施
す
べ

き
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
、

選
挙
結
果
の
出
た
夜
、
福
田

首
相
は
「
何
が
あ
っ
て
も
絶

対
に
衆
院
解
散
と
内
閣
総
辞

職
は
し
な
い
」
と
表
明
し
た
。 

 

道
路
特
定
財
源
は
必
要
だ 

     

と
い
う
国
交
省
の
不
祥
事
は

後
を
絶
た
な
い
。
カ
ラ
オ
ケ

セ
ッ
ト
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
の

購
入
、
豪
勢
な
慰
安
旅
行
や

不
要
な
駐
車
場
、
不
要
不
急

の
道
路
建
設
等
数
々
の
不
祥

事
が
明
る
み
に
な
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
何
の
反
省
も
い
。 

暫
定
税
率
を
維
持
し
な
い 

 

三
島
市
の
土
地
開
発
予
定

地
と
し
て
取
得
し
た
土
地
だ

が
、
そ
の
後
、
当
面
利
用
す

る
予
定
が
な
く
な
っ
た
、
い

わ
ゆ
る
塩
漬
け
土
地
は
、
現

在
七
ケ
所
あ
る
と
い
う
。
そ

れ
ら
の
総
面
積
は
お
よ
そ
五

六
七
〇
㎡
で
、
各
所
在
地
と

面
積
及
び
帳
簿
価
格
と
路
線

価
格
、
差
額
は
下
の
表
の
よ

う
で
あ
る
。 

た
だ
し
、
②
項
目
の
「
課

税
評
価
格
参
考
」
は
、
平
成

十
八
年
七
月
の
路
線
価
を
参

考
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
が
実
勢
価
格
と
断
定
は
で

き
ず
参
考
程
度
で
あ
る
。 

 

表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

七
ヶ
所
の
「
塩
漬
け
土
地
」 

「
長
時
間
・
サ
ー
ビ
ス
残
業
」

が
当
然
の
よ
う
な
労
働
環
境

が
つ
く
ら
れ
て
き
た
。
そ
の

結
果
、「
健
康
障
害
」「
過
労

死
」
と
と
も
に
「
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
」
層
が
拡
大
し
続
け

て
き
た
。 

こ
れ
等
の
現
象
は
民
間
企

業
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。 

今
や
、
全
国
的
に
も
「
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
全
国
の
自

治
体
で
も
正
規
職
員
が
減
ら

さ 

一
年
契
約
だ
。 

派
遣
や
臨
時
労
働
者
へ
の

不
当
な
解
雇
や
不
払
い
残
業

な
ど
、
既
成
の
労
働
組
合
で

は
殆
ど
手
が
回
ら
な
い
中
、

今
、
全
国
各
地
で
「
誰
で
も

一
人
で
も
加
入
で
き
る
」
地

域
ユ
ニ
オ
ン
が
脚
光
を
浴
び

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
「
名
ば

か
り
管
理
職
」
や
「
未
払
い

残
業
」
問
題
で
各
地
の
ユ
ニ

オ
ン
が
成
果
を
上
げ
、
不
正

企
業
を
追
い
詰
め
て
い
る
。 

三
島
で
も
、
外
国
人
労
働
者

も
含
め
、
こ
の
よ
う
な
ユ
ニ
オ

ン
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

暫
定
税
率
再
可
決
は 

国
民
を
無
視
し
た
「憲
法
違
反
」！ 

派
遣
や
臨
時
・
パ
ー
ト
等
、

非
正
規
労
働
は
全
労
働
者
の

三
分
の
一
以
上
に
も
な
り
、

年
収
で
は
二
百
万
円
は
お
ろ

か
百
万
円
を
切
る
者
が
激
増

し
て
い
る
。
昼
も
夜
も
働
い

て
も
生
活
が
追
い
つ
か
な

い
。「
格
差
社
会
」
が
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
昨
年

十
二
月
よ
り
、
三
島
を
中
心

に
県
東
部
を
範
囲
と
す
る
地

域
ユ
ニ
オ
ン
の
結
成
準
備
が

進
め
ら
れ
て
き
た
。 

 

多
様
な
労
働
形
態
と
し
て

企
業
の
要
請
に
よ
り
つ
く
ら

れ
た
派
遣
法
で
あ
っ
た
が
、

キ
ャ
ノ
ン
や
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ

等
有
名
企
業
を
含
む
多
く
の

企
業
で
は
「
偽
装
派
遣
」「
偽

装
請
負
」
が
横
行
し
、
そ
れ

ら
が
次
々
に
発
覚
し
た
。 

正
規
雇
用
を
減
ら
す
一
方

で
、
派
遣
や
臨
時
で
穴
埋
め

す
る
。
最
も
即
効
性
の
あ
る

「
人
減
ら
し
人
件
費
抑
制
」

が
猛
烈
な
勢
い
で
推
進
さ
れ
、 

三
島
で
「地
域
ユ
ニ
オ
ン」結
成
へ 
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喫茶店（9:30～20:30） 

あんりえっと 
三島大社前 

ブレンド・コーヒー３８０円 
モカ、キリマンジャロ４００円 

 

日曜日は定休日 
電話：055-97５-0１１７ 

さ
れ
る
一
方
、
臨

時
・
パ
ー
ト
、
派

遣
労
働
が
増
え

続
け
て
い
る
。
そ

の
現
象
は
、
こ
の

三
島
市
で
も
例

外
で
は
な
い
。
市

職
員
の
半
数
近

く
が
臨
時
・
パ
ー

ト
で
占
め
ら
れ
、

そ
の
年
収
は
正

規
職
員
の
三
分

の
一
以
下
で
、
身

分
は
不
安
定
な 

 

三島ふれあいユニオン結成集会のご案内 
日時：５月１１日（日）午後２時 
会場：大社町別館１Ｆ（研修室） 
内容： １部 結成総会 

2部 記念講演 
ＮＰＯ労働センター所長 

石川 源嗣 氏 
「一人でも、誰でも入れるユニオン」 
「外国人労働者も入れます」 

連絡先：055-987-2814（仁杉）、090-5009-3640（堀） 

全
体
の
現
帳
簿
額
は
お
よ
そ

三
億
七
千
万
円
。
一
方
、
路

線
価
か
ら
の
算
出
額
は
お
お

よ
そ
三
億
二
千
万
円
、
そ
の

差
額
は
四
千
八
百
万
円
相
当

に
な
り
、
当
然
損
失
と
な
っ

て
現
わ
れ
る
。 

ま
た
、
土
地
開
発
公
社
の

現
状
に
お
け
る
三
島
市
全
体

で
の
保
有
土
地
面
積
は
約
二

四
八
五
五
㎡
あ
り
、
土
地
取

得
の
借
入
金
の
現
在
額
は
、

平
成
十
九
年
三
月
末
現
在

で
、
三
六
億
四
六
二
六
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
等
の

金
利
支
払
い
額
は
毎
年
五
、

六
千
万
円
に
も
上
る
額
だ
。 

 

と
こ
ろ
で
こ
の
塩
漬
け
土

地
も
含
め
、
先
の
二
月
議
会

で
の
栗
原
議
員
の
指
摘
で

は
、五
年
以
上
経
過
し
て
も
、

市
が
未
だ
買
い
取
っ
て
い
な

い
土
地
が
金
額
に
し
て
約
四

三
億
円
に
も
な
り
、
こ
れ
等

は
全
保
有
地
の
八
六
％
を
占

め
て
い
る
と
い
う
。 

 

公
社
以
外
に
三
島
市
の
所

有
地
（
普
通
財
産
）
は
山
林

を
除
く
平
地
だ
け
で
総
面
積

九
四
万
三
千
㎡
が
細
切
れ
に

点
在
し
て
い
る
と
聞
く
。 

 

塩
漬
け
土
地
の
中
で
、
徳

倉
二
丁
目
、
低
区
配
水
場
と 

平成１８年度（平成１８年７月１日路線価参考時・最終１９年３月３１日時）

Ｎｏ 事業名 取得年月 面積（㎡） ①現帳簿価格（円）
②課税価格参考
（路線価より）円 差額②－①

1
公共事業代替用地
（安久　３ヶ所）

H2.3 710.37 94,017,322 70,326,630 -23,690,692

2
公共事業代替用地
（山田中残地 ）

H3.3 2167.32 35,630,394 28,218,000 -7,412,394

3
大場川改修移転
用地（初音台）

H3.5 326.39 67,730,803 28,395,930 -39,334,873

4
公共施設 建設用地
（徳倉２丁目）

H7.2 1015.9 102,888,351 103,621,800 733,449

5
市道整備事業代替
用地（文教町２丁目）

H8.7 369.5 64,628,102 42,544,230 -22,083,872

6
公共事業代替
用地（富士見台）

S56.10 778.4 5,287,600 6,127,000 869,400

7
公共事業代替用地
（大宮町３丁目）

H10.3 302.5 104,747 43,171,000 43,066,253

総計 5367.88 370,287,319 322,434,590 -47,852,729

   

マ
ン
シ
ョ
ン
業
者
マ
リ
モ

が
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

を
中
止
し
て
、
地
元
自
治
会

や
市
民
団
体
は
跡
地
を
三
島

市
が
買
い
取
り
、
有
効
利
用

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、

四
月
末
の
市
長
の
回
答
は
財

政
難
で
買
い
取
り
は
不
可
能

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
ま
で
市
は
業
者
に
対

し
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
中

止
の
申
し
入
れ
を
し
て
き
た

経
緯
が
あ
り
、
こ
こ
に
来
て

“
金
が
な
い
か
ら
ダ
メ
”
と 

 
 

測
候
所
跡
地
買
取
り 

市
へ
の
要
望
署
名
運
動
！ 

そ
の
横
に
あ
る
土
地
は
、

元
々
北
上
プ
ラ
ザ
建
設
予
定

地
で
あ
っ
た
が
、
資
金
難
で

建
設
が
凍
結
し
た
後
、
北
上

プ
ラ
ザ
は
森
田
病
院
跡
地
に

建
て
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
土

地
は
、
今
は
利
用
の
目
途
も 

な
く
放
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
等
の
土
地
は
こ
の
ま

ま
放
置
す
れ
ば
借
入
金
の
金

利
も
か
さ
み
無
駄
な
損
失
が

累
積
し
て
い
く
。
早
い
時
期

に
整
理
処
分
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。 

い
う
こ
と
で
済
ま
さ
れ
る
の

か
？
今
ま
で
業
者
に
中
止
要

請
を
行
っ
て
き
た
の
は
何
だ

っ
た
の
か
と
い
う
声
は
強

い
。
今
後
、「
跡
地
問
題
」
に

つ
い
て
市
の
姿
勢
が
問
わ
れ

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
地
元
自
治
会
や
三

島
測
候
所
を
保
存
す
る
会
な

ど
の
市
民
団
体
は
連
休
中
の

五
月
五
日
、
街
頭
で
の
署
名

活
動
を
実
施
し
た
。
署
名
の

趣
旨
は
、「
旧
三
島
測
候
所
」

は
、
昭
和
五
年
に
開
設
、
近 

 

代
建
築
と
し
て
貴
重
な
歴
史

的
建
造
物
で
あ
り
、
国
の
有

形
文
化
財
に
も
登
録
さ
れ
た

三
島
市
に
数
少
な
い
「
地
域

重
要
文
化
遺
産
」
で
あ
る
。

残
り
の
土
地
も
ぜ
ひ
三
島
市

で
買
い
取
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
も
の
。 

当
日
は
総
勢
二
〇
数
名
の

会
員
で
通
行
人
や
買
い
物
客

等
に
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
二

時
間
で
九
〇
〇
人
の
署
名
が

集
ま
っ
た
と
の
こ
と
。 

会
で
は
五
月
中
に
二
万
人

の
署
名
を
集
め
、
市
側
に
市

民
の
強
い
姿
勢
を
示
し
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 


